
上限100,000円 

【記入例】 
様式第1号(第7条関係) 

 

有田川町ブロック塀等撤去事業補助金交付申請書 

 

〇〇年〇〇月〇〇日 

  有田川町長    様 

 

 

申請者 住 所 有田川町大字下津野2018番地4 

氏 名 有田川 太郎        ㊞ 

連絡先 〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇    

 

有田川町ブロック塀等撤去事業補助金の交付を受けたいので、有田川町ブロッ

ク塀等撤去事業補助金交付要綱第7条の規定により、次の関係書類を添えて申請し

ます。 

また、申請内容の確認及び他の補助制度の活用状況について、町長が関係機関へ調

査すること及び当該調査に対し関係機関が回答することに同意します。 

 

ブ ロ ッ ク 塀 等 の 

所 在 地 
 有田川町大字 下津野2018番地4 

補 助 対 象 

事 業 内 容 

 □ ブロック塀等の全部撤去 

 □ ブロック塀等の一部撤去 

補 助 金 

交 付 申 請 額 

 

80,000円（1,000円未満を切り捨て） 

添 付 書 類 

□ 付近見取図 

□ 配置図(敷地及び道路等に面しているﾌﾞﾛｯｸ塀等の位置関係

を示すもの) 

□ 現況写真（ﾌﾞﾛｯｸ塀等の全景、高さ及び不適合であることが

分かるもの） 

□ 道路等に面しているﾌﾞﾛｯｸ塀等の高さ及び長さを示すもの 

□ ブロック塀等点検表（別表） 

□ 事業計画書及び収支予算書（様式第2号） 

□ 見積書の写し 

□ 誓約書（様式第3号） 

□ 町税の完納証明書 

□ 委任状（代理人が申請事務を行う場合） 

□ その他町長が必要と認める書類 

 

 

 

添付資料にチェック 

いずれかにチェック 



 

記入例 

様式第2号(第7条関係) 

事業計画書及び収支予算書 

 
○○年○○月○○日 

 

                申請者 住所 有田郡有田川町○○○○ 

氏名 有田川 太郎 ○印 

電話番号 ○○○○―○○―○○○○ 

 
＜ブロック塀等の概要＞ 

 
１．塀の所在地 有田川町大字○○○○  

 

２．塀の所有者住所 有田郡有田川町○○○○  

 

３．塀の所有者氏名 有田川 太郎  

 

４．塀の種類 ・補強コンクリートブロック造・石造・れんが造 

 

 ・その他（ ）  

 

５．塀の寸法 ・塀の高さ １．８メートル 

・道路面から塀の高さ １．２メートル 

・延長 ３メートル 

 

６．前面道路の種類 ・公道（国道・県道・町道）  

 

・その他  

 

＜事業計画＞ 
 

１．事業の方法 ・ブロック塀等の全部撤去（ ５．４㎡） 

             ・基礎撤去あり（・ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎・ﾌﾞﾛｯｸ基礎） 

・基礎撤去なし      
 

・ブロック塀等の一部撤去（      ㎡） 

 撤去後の塀の高さ     メートル 

 撤去後の道路面からの塀の高さ   メートル  
 

２．事業を実施する施工業者（予定） 
 

所在地 有田郡有田川町○○○○  
 

名称 株式会社○○○○   
 

電話番号 ○○○○―○○―○○○○   
 

３．工事期間（予定） 

（着手） ○○年○○月○○日から（完了） ○○年○○月○○日まで 
 

日中連絡のとれる電話番

号を記入してください 

有田川町内に本店を置く

事業者であること 



 

記入例 

４.収支予算書 

（１）工事費内訳 

    
工 種 金 額（税込） 

 

(Ａ) 

補

助

対

象

経

費 

ブロック塀等の撤去費 ７０，０００円 

産業廃棄物運搬費 １０，０００円 

産業廃棄物処分費 １０，０００円 

仮設費 ２０，０００円 

諸経費 １０，０００円 

  

小 計（Ａ） 
 

１２０，０００円 

（Ｂ） 

補

助

対

象

外

経

費 

フェンス撤去費 ５０，０００円 

 

 仮設費 
１０，０００円 

 

 諸経費  
５，０００円 

小 計（Ｂ） ６５，０００円 

 
工事費総額（Ａ＋Ｂ） １８５，０００円 

   注意事項：補助の対象となる経費は道路等に面するブロック塀等の撤去費、産業 

廃棄物運搬費、処分費、仮設費及び諸経費となります。 

（２）資金計画 

資金の内訳 金額（税込） 

有田川町ブロック塀等撤去事業補助金 
下記算出表⑤の金額 

８０，０００円 

自己資金 １０５，０００円 

工事費総額（Ａ＋Ｂ） １８５，０００円 

 

＜補助金交付申請額算出表＞ 

 

       ① 

補助対象経費

（Ａ） 

 ② 

補助率 

③     

補助対象額 
③＝①×② 

  ④ 

上限額 

 

⑤ 交付申請額 
③と④のいずれか小さい金額

（千円未満切り捨て） 

             

１２０，０００円 

 

 

２／３ 

 

８０，０００円 

 

100,000円 

 

８０，０００円 

       注意事項：補助金の交付決定額は、交付申請額と有田川町が定める標準工事費のいずれか小さい 

金額となります。 

 

 

フェンスの撤去費

等の補助対象外経

費を記入 



 

【記入例】 

様式第 3号(第 7条関係) 

 

誓約書 

 

有田川町ブロック塀等撤去事業について、私は、下記のとおり誓約いたします。 

 

記 

 

１．撤去するブロック塀等は、私が（ 所有 ・ 管理 ）するものです。 

 

２．撤去工事にあたり、トラブルが生じないよう近隣に説明等を行い、トラブル等が生じた

場合は、自身の責任で解決します。 

 

３．撤去工事にあたり、産業廃棄物の適正な処分等を行います。 

 

４．撤去後、万が一、他の所有者や利害関係者等との間にトラブル等が生じた場合は、自身

の責任で解決します。 

 

５．撤去後、塀やフェンス等を新たに設置する場合は、建築基準法をはじめとする各種法令

を遵守します。 

 

６．法令、条例、補助金規則又は当該事業の補助金交付要綱等に違反したときは、補助金の

交付の決定が取り消されること、及び補助金の返還をすることを了承します。 

 

 

〇〇年〇〇月〇〇日   

 

住  所 有田川町大字下津野2018番地4 

氏  名 有田川 太郎         印 

 
 押印してください 

 いずれかに〇をしてください 



【記入例】 
別表（第３条関係） 

ブロック塀等点検表 

申 請 者 氏 名  有田川 太郎 

ブ ロ ッ ク 塀 等 の 

所 在 地 
 有田川町大字下津野2018番地４ 

以下の項目を点検した結果、下記の不適合を確認しましたので報告します。 

□ コンクリートブロック造 （不適合の場合は、「判定」欄に×印を記入） 

点検項目 点検内容 判定 

□ 高さ 地盤から２．２ｍ以下か。  × 

□ 厚さ 
塀の高さが２ｍを超える場合、塀の厚さは１５ｃｍ以上か。  

塀の高さが２ｍ以下の場合、塀の厚さは１０ｃｍ以上か。  

□ 控え壁 
塀の高さが１．２ｍを超える場合、塀の長さ３．４ｍ以下 

ごとに塀の高さの１/５以上突出した控え壁があるか。 
× 

□ 基礎 コンクリートの基礎があるか。  

□ 
傾き・ひび

割れ等 
傾いていない、ひび割れがないか。人の力でぐらつかない。  × 

□ 鉄筋 

塀の中に直径９ｍｍ以上の鉄筋が、縦横とも８０ｃｍ間隔

以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、

横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。 

× 

 

塀の高さが１．２ｍを超える場合、基礎の根入れ深さは３０

ｃｍ以上か。 
 

□ レンガ造、石造その他組積造 （不適合の場合は、「判定」欄に×印を記入） 

点検項目 点検内容 判定 

□ 高さ 地盤から１．２ｍ以下か。  

□ 厚さ 壁頂までの垂直距離の１／１０以上あるか。 
 

 

□ 控え壁 
塀の長さ４ｍ以下ごとに塀の厚さの１．５倍以上突出した

控え壁があるか。 

 

 

□ 基礎 コンクリートの基礎があるか。  

□ 
傾き・ひび

割れ等 
傾いていない、ひび割れがないか。人の力でぐらつかない。  

 

点検内容に該当しない場合 

「×」を記入してください。 

点
検
し
た
項
目
に
「
ｖ
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 



 

【記入例】代理人が申請事務を行う場合 

参考様式 

 

委任状 

 

私は、下記のものを代理人と定め、下記に関する権限を委任します。 

 

記 

 

１．委任事項 

有田川町ブロック塀等撤去事業の手続きに関すること一式 

 

【委 任 者】 

住   所  有田川町大字下津野 2018番地 4 

氏   名  有田川 太郎 印    

連 絡 先  0737-52-2111 

 

 

【代 理 人】 

住   所 

又は所在地 

（〒643-0152） 

 有田川町大字中井原136番地 

会 社 名  株式会社 有田川町 金屋庁舎 

氏   名  金屋 次郎 印    

連 絡 先  0737-32-3111 

 

 

有田川町からの通知（補助金交付決定通知書など）の送付先は（ 委任者 ・ 代理者 ）にしま

す。 

 

 

 

 

 押印してください 

ありがとうござい

ました。 

押印してください 

ありがとうございました。 どちらかに〇をつけてください 



 

【記入例】申請者がブロック塀等の所有者でない場合 

参考様式 

 

同意書 

 

有田川町ブロック塀等撤去事業について、私は、下記のとおり同意いたします。 

 

記 

 

１．有田川町大字 清水387番地 1 のブロック塀等を所有しており、その撤去について同意し

ます。 

 

２． 有田川 太郎  氏 が当該事業を実施することについて同意します。 

 

 

 

〇〇年〇〇月〇〇日   

 

住  所 有田川町大字清水387番地1 

氏  名 清水 花子       印 

 

 

 

 申請者の名前を記入してください 

 押印してください 

 ブロック塀等がある場所を記入してください 



 

【記入例】基礎を撤去することで擁壁の強度が弱くなる可能性がある場合 

参考様式 

〇〇年〇〇月〇〇日 

 

有田川町長  中山 正隆 様 

 

 

申請者  住 所 有田川町大字下津野 2018番地4 

氏 名 有田川 太郎        印  

連絡先 0737-52-2111        

 

残 置 申 出 書 

 

有田川町ブロック塀等撤去事業補助金にかかるブロック塀等の撤去工事について、下記理由に

より残置したいので申し出ます。 

 

記 

 

1.残置する工作物 

補助対象ブロック塀の基礎部 

 

2.残置理由 

当該ブロック塀は石積み擁壁の上に設置されており、基礎部を撤去した場合、石積み擁壁の

耐久度が弱くなる恐れがあるため。 

 

 

3.事業を実施する施工業者（予定） 

所 在 地   有田川町大字中井原 136番地            

名  称   株式会社 有田川町 金屋庁舎    金屋 次郎 印 

電話番号   0737-32-3111                 

※事業計画書と同一業者であること 

押印してください

押印してください 

 

 

押印してください 

押印してください

押印してください 

 

 

押印してください 


